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結

号ム
両岡

序

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
手
応
え
の
あ
る
有
効
な
指
標
が
見
て
だ
せ
ず
、
覆
い
被
さ

る
閉
塞
感
の
中
で
、
社
会
も
未
だ
そ
の
後
遺
症
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
出
来
ず

に
い
る
。

国
内
的
に
は
、
長
引
く
不
況
、
環
境
破
壊
、
自
然
災
害
、
世
界
的
に
は
、
ア

メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
な
ど
、
確
か
な

も
の
は
混
沌
だ
け
で
あ
る
。

私
自
身
は
と
い
う
と
、
社
会
生
活
と
い
う
美
名
の
も
と
に
世
俗
的
野
心
と
い

う
鎖
に
繋
が
れ
、
世
間
と
い
う
尺
度
で
計
量
し
て
、
競
争
社
会
を
生
き
て
き
た
。

ま
さ
に
、
良
心
を
世
間
に
切
り
売
り
し
て
生
き
て
き
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
混
沌
と
し
た
時
代
に
、
本
当
に
生
き
て
い
る
と
実
感
で
き
る
生
き
方
を

す
る
に
は
、
先
人
の
知
恵
に
学
び
、
新
し
い
自
己
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
真
撃
に
悟
り
を
求
め
た
親
驚
と
真
の
信
仰
と
は
何
か

を
追
い
続
け
た
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
を
そ
の
思
想
的
深
化
の
過
程
か
ら
比
較
研
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
人
生
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
音
ω
義
を
問
い

、
-
E
O

J
'
h
t
v
 

第
一
章

親
驚
に
お
け
る
「
親
驚
一
人
」
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
よ
「
単
独
者
」
に
つ
い
て

第
一
節

親
驚
の
生
涯

* 略



第
二
節

キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
生
涯

* 聞各

第
三
節

『
教
行
信
証
』
と
『
死
に
い
た
る
病
』

『
教
行
信
証
』
は
、
批
判
の
書
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
私
は
、
信
仰
の
書

と
捉
え
、
『
死
に
い
た
る
病
』
は
、
希
望
の
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
教
行
信
証
』
は
、
信
か
ら
自
己
へ
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
書
で
あ
り
、
逆

に
、
『
死
に
い
た
る
病
』
は
、

一
見
、
絶
望
の
書
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
信

仰
に
至
ら
し
め
る
自
己
か
ら
信
へ
の
方
向
性
を
も
つ
希
望
の
書
な
の
で
あ
る
。

こ
の
両
書
の
性
格
の
相
違
か
ら
親
驚
の
罪
悪
意
識
(
信
後
の
罪
悪
)
と
キ
ェ
ル

ケ
ゴ

l
ル
の
罪
(
信
以
前
の
罪
)

の
本
質
に
大
き
な
相
違
が
生
ず
る
こ
と
に
な

る

第
四
節

実
存
と
は

鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
な
ら
、
そ
こ
に
現
実
的
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
人
間

の
場
合
、
一
人
一
人
か
け
が
え
の
な
い
自
分
の
存
在
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の

存
在
の
仕
方
を
自
分
で
選
ん
で
生
き
て
い
く
現
実
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
実

存
」
で
あ
る
。

人
間
は
、
単
独
的
個
人
と
し
て
、
単
に
あ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
よ
う
な
事
物
的

存
在
で
は
な
く
、
現
に
あ
る
自
己
か
ら
本
来
的
な
自
己
に
な
る
と
い
う
態
度
、

行
為
が
含
ま
れ
る
と
い
う
仕
方
で
実
存
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な

自
己
意
識
を
も
っ
て
考
え
て
い
く
。

第
五
節

親
驚
に
お
け
る
「
親
驚
一
人
」

親
驚
と
実
存
の
三
段
階

親
驚
に
お
い
て
は
、
弥
陀
か
ら
回
向
さ
れ
る
信
は
、
人
間
的
無
力
性
の
自
覚

の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
「
無
誰
代
者
」
と
し
て
の
私
が
、
自
身
を
罪
悪

生
死
の
凡
夫
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
と
き
、
「
親
驚
一
人
」
と
い
う
実
存
的
告
白

と
な
る
の
で
あ
る
。

罪
悪
生
死
の
九
夫
と
い
う
絶
対
的
自
己
否
定
の
自
覚
が
、
絶
対
者
た
る
弥
陀

と
の
関
係
で
、
弥
陀
の
前
で
実
存
的
に
な
さ
れ
る
と
き
、
陀
仏
は
そ
の
本
願
に

よ
っ
て
絶
対
肯
定
的
に
救
済
す
る
の
で
あ
る
。

第
六
節

キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
「
単
独
者
」

キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
「
単
独
者
」
の
意
味
は
、
当
初
、

レ
ギ

l
ネ
に
対
す
る

呼
び
か
け
と
し
て
の
「
か
の
単
独
者
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、

コ
ル
サ

l
ル
事
件

を
契
機
と
し
て
「
不
誠
実
な
大
衆
」
の
対
立
概
念
と
し
て
の
「
単
独
者
」
に
発

展
し
、
「
神
の
前
に
立
つ
単
独
者
」
に
昇
華
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

親
驚
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
思
想
の
根
底
に
流
れ
る
自
己
意
識
は
、
絶
対
者

の
前
で
た
だ
一
人
と
い
う
実
存
的
単
独
者
と
し
て
の
自
覚
で
あ
り
、

そ
の
中
・
に

は
、
本
来
的
な
自
己
に
な
る
と
い
う
態
度
、
動
的
行
為
が
含
ま
れ
て
お
り
、
親

驚
に
お
い
て
は
、
三
願
転
入
と
い
う
信
的
発
展
を
遂
げ
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
で

は
、
絶
望
か
ら
罪
へ
と
自
己
意
識
の
上
昇
と
と
も
に
深
化
し
、

つ
い
に
信
仰
へ

到
達
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
次
ぎ
に
具
体
的
に
考
察
す
る
。

一
七
五



第
二
章

親
驚
の
一
二
願
転
入
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
!
ル
の
実
存

の
三
段
階

第
一
節

* 略

三
願
転
入
の
諸
問
題

第
二
節

第
十
九
願
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
!
ル
の
絶
望

第
十
九
願
は
、
機
が
修
す
る
万
行
諸
善
の
量
に
よ
っ
て
そ
の
往
生
の
確
実
性

が
決
定
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
が
修
す
る
万
行
諸
善
に
よ
り
本

そ
れ
も
一
定
の
固
定
的
関
係
で
な
く
、
相

反
す
る
、
あ
る
い
は
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
関
係
の
聞
に
、
関
係
の
仕
方
に
応
じ

来
の
自
己
に
な
ろ
う
と
す
る
関
係
、

て
違
っ
た
ふ
う
に
成
り
立
つ
関
係
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、
自
己
は
そ
の
修
し

た
功
徳
の
量
に
応
じ
て
、
そ
の
往
生
の
確
実
性
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
親
驚
は
、
善
導
の
『
観
経
四
帖
疏
』
の
散
善
義
の
文
を
自
照
し
て
、

第
二
十
願
へ
転
入
す
る
。

一
方
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
は
、
人
間
は
精
神
で
あ
り
、
精
神
は
自
己
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
関
係
、
そ
の
関
係
そ
れ
自
身
に
関
係
す
る
関
係
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
自
身
に
関
係
す
る
こ
と
に
お
い
て
他
者
(
神
)
に
関
係

す
る
よ
う
な
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
絶
望
は
精
神
に
お
け
る
病
、
自

こ
の
自
己
と
は
、

己
に
お
け
る
病
な
の
で
あ
る
。

彼
は
、
『
死
に
い
た
る
病
』
に
お
い
て
、
こ
の
絶
望
を
意
識
の
度
合
い
に
応

じ
て
分
析
す
る
。

絶
望
は
、
自
己
意
識
の
上
昇
に
従
っ
て
、
絶
望
に
つ
い
て
の
無
知
の
状
態
か

ら
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
状
態
へ
と
深
化
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
絶
望
は
、
そ

一
七
六

の
自
己
の
中
に
永
遠
な
も
の
を
感
じ
つ
つ
も
、
神
と
い
う
自
覚
に
ま
で
至
ら
な

しE。
絶
望
に
お
け
る
自
己
意
識
は
、
「
人
間
が
尺
度
で
あ
る
自
己
」
と
い
う
規
定

の
内
部
で
の
上
昇
で
あ
る
。

こ
の
絶
望
は
、
親
驚
の
第
十
九
願
の
機
の
立
場
に
極
め
て
近
い
と
考
え
ら
れ

る

第
三
節

親
矯
の
第
二
十
願
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
罪

第
二
十
願
は
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
名
号
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
往
生

の
確
実
性
が
約
束
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
修
諸
功
徳
に
絶
望
し
た
者

に
と
っ
て
力
強
く
感
じ
ら
れ
、
こ
の
念
仏
を
専
修
念
仏
と
い
わ
れ
る
の
も
領
か

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
人
聞
が
尺
度
と
な
る
世
界
か
ら
念
仏
が
尺
度
と

な
る
世
界
へ
と
転
入
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
驚
は
、
本
願
の
嘉
号
を
も

っ
て
お
の
れ
が
善
根
と
な
す
と
し
て
、
こ
の
願
の
奥
深
く
に
潜
む
我
執
を
鋭
く

感
じ
て
、
第
十
八
願
へ
と
転
入
す
る
の
で
あ
る
。
我
執
が
人
間
の
内
面
に
深
く

進
み
、
表
面
に
何
の
痕
跡
を
も
残
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
悪
魔
的
な
状
況
が
こ

の
世
界
で
あ
り
、
念
仏
を
尺
度
と
す
る
人
間
の
力
が
そ
の
根
底
に
巣
く
っ
て
い

る
。
第
二
十
願
の
機
は
、
第
二
の
ユ
ダ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
彼
が
、
接
吻

に
よ
っ
て
イ
エ
ス
を
裏
切
っ
た
よ
う
に
、
念
仏
に
よ
り
陀
仏
を
裏
切
る
。

一
方
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
絶
望
は
、
神
の
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
彼
の

罪
と
は
、
神
の
あ
る
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、

し
か
も
こ
の
神
の
前
に
あ
っ
て
、



そ
の
救
済
と
罪
の
赦
し
に
顕
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、
神
の
前
に
あ
っ
て
、
神
を

信
じ
な
い
の
が
罪
で
あ
る
。

彼
は
、
罪
を
思
弁
的
、
概
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
私
の
、
君
の
罪
と
し
て
、

実
存
的
に
捉
え
る
。

彼
の
絶
望
と
罪
は
、
広
義
で
は
、
共
に
神
と
の
関
わ
り
が
外
れ
て
い
る
状
態

で
あ
る
か
ら
絶
望
の
範
曙
に
入
る
も
の
だ
が
、
狭
義
の
意
味
で
は
、
絶
望
は
神

と
の
関
係
が
な
い
状
態
で
人
間
を
尺
度
と
し
、
罪
は
神
の
前
に
あ
っ
て
神
を
尺

度
と
し
つ
つ
も
、
神
に
不
従
順
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
罪
は
、
第
二
十
願
の
機
の
立
場
に
該
当
す
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

第
十
八
願
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
信
仰

第
十
八
願
の
信
は
、
得
ょ
う
と
し
て
得
ら
れ
る
信
で
は
な
く
、
得
ょ
う
と
し

て
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
深
く
自
覚
す
る
と
こ
ろ
に
呼
応
し
て
弥
陀
よ
り
あ
た
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
の
信
で
あ
る
。
こ
こ
に
親
驚
の
獲
信
の
論
理
の
独
自
性
が
あ
る
。

我
々
は
、
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
弥
陀
が
、
絶
対
者
が
尺
度
と
な
る
世
界
に

出
会
う
の
で
あ
る
。

一
方
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
信
仰
は
、
神
の
前
で
罪
人
と
し
て
絶
望
し
、
無

限
の
諦
め
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
計
ら
い
を
捨
て
、
神
に
と
っ
て
一
切
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

人
間
は
、
神
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
か
ら
、
人
間
は
自
ら
の
力

で
自
己
を
絶
望
か
ら
救
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
自
己
の

親
驚
と
実
存
の
三
段
階

力
が
全
的
に
否
定
さ
れ
、
自
ら
の
計
ら
い
を
捨
て
る
と
き
、
逆
説
的
に
思
イ
ガ

ケ
モ
ナ
ク
神
の
力
に
よ
っ
て
信
が
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
信
は
、
神

が
尺
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
親
驚
の
絶
対
他
力
信
仰
に
近
い
と
い
え
よ

つ。
し
か
し
な
が
ら
、
親
驚
の
信
の
主
体
は
、
弥
陀
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
キ
ェ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
信
仰
の
主
体
は
、
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
の
人
間
の
意
志
的
判

そ
の
信
仰
は
、
親
驚
の
絶
対
他
力
で
は
な
く
、
最
後

断
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

ま
で
二
元
性
を
含
む
信
仰
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

4.士
小口

さム
長岡

親
驚
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、

そ
の
時
代
の

大
き
な
波
に
採
ま
れ
つ
つ
も
、

そ
こ
か
ら
真
実
を
求
め
る
求
道
心
に
よ
り
自
己

を
掘
り
下
げ
、
真
実
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

我
々
は
、
親
驚
の
三
願
転
入
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

第
十
九
願
は
、
人
間
の
力
が
尺
度
と
な
る
世
界
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
キ
ェ
ル

ケ
ゴ

l
ル
の
絶
望
に
該
当
す
る
。
第
二
十
願
は
、
念
仏
が
尺
度
と
な
る
よ
う
に

お
も
わ
れ
る
が
、
本
願
の
嘉
号
を
も
っ
て
お
の
れ
の
善
根
と
す
る
自
己
肯
定
の

極
限
と
も
い
う
べ
き
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
罪
が
、
神

の
前
に
あ
っ
て
、
神
を
拒
否
す
る
と
い
う
自
己
の
力
が
最
高
に
高
ま
っ
た
状
態

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
第
二
十
願
に
該
当
す
る
。

第
十
八
願
は
、

罪
悪
が
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
弥
陀
の
前
で
は
罪
悪
が

問
題
と
な
ら
な
い
世
界
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
に
お
い
て
は
、

一
七
七



円
口

凡

例

略
号
表

は
し
が
き

第
一
章
原
始
仏
教
に
お
け
る
「
空
」
思
想

(
1
)

「
空
」
の
あ
ら
ま
し

(
2
)

原
始
仏
典
に
み
る
「
空
」

第
二
章
初
期
大
乗
仏
教
に
お
け
る
「
空
」
思
想

(
1
)
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
時
代
区
分
と
仏
典
整
理

(
2
)

般
若
経
典
類
の
整
理

(
3
)

『
般
若
心
経
』
の
整
理

(4)

玄
笑
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
「
人
法
統
通
分
」

(
5
)

「
色
不
異
空
空
不
異
色
色
即
是
空
空
即
是
色
」

(
6
)

「
色
即
是
空
空
即
是
色
」
よ
り
後
に
説
か
れ
る
「
空
」
観

第
三
章
『
中
論
』
の
総
観

(
1
)

「
中
論
碩
」
の
注
釈
諸
本
の
整
理

(
2
)

『
中
論
』
の
構
成

第
四
章
『
中
論
』
に
お
け
る
「
空
」
思
想

(
1
)

「
中
論
碩
」
の
「
縁
起
」
解
釈

(
2
)

「
中
論
碩
」
の
「
二
諦
」
解
釈

(
3
)

「
縁
起
」
・
「
無
自
性
」
・
「
空
」
と
「
一
一
諦
」
並
ぴ
に
コ
ニ
諦
偶
」

一
七
八

罪
は
あ
く
ま
で
信
に
対
す
る
存
在
で
あ
り
、
彼
の
信
仰
は
罪
の
な
く
な
っ
た
状

態
が
信
な
の
で
あ
る
。

『
中
論
』

に
み
る

「空」
回
一
山
相

ω

親
驚
の
罪
悪
の
自
覚
の
深
さ
は

そ
の
ま
ま
彼
の
信
心
の
深
さ
を
意
味
す
る

の
に
対
し
て
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ

l
ル
の
罪
の
深
さ
は
、
神
と
の
溝
の
深
さ
を
意
味

す
る
の
で
あ
る
。

青

木

正

以
上
よ
り
、
私
は
、
罪
悪
意
識
が
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
弥
陀
の
前
で

は
何
ら
障
り
と
な
ら
な
い
親
驚
の
信
こ
そ
こ
の
混
沌
と
す
る
現
在
に
お
い
て
、

次

「
人
生
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
の
答
え
で
あ
る
と
考
え
る
。

親


